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１
月
12
日
、
平
成
26
年
成
人
式
が
市
内
４
会
場
で
挙
行

さ
れ
、
１
，
０
５
３
人
の
新
成
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

下
館
地
区
会
場
で
は
、
須
籐
市
長
が
「
み
な
さ
ん
は
東

日
本
大
震
災
と
い
う
大
き
な
試
練
を
経
験
し
、
困
難
に

立
ち
向
か
う
強
い
力
と
人
を
思
い
や
る
優
し
い
心
が
備

わ

た
。
こ
れ
か
ら
自
分
の
夢
に
向
か

て
力
強
く
歩
ん

で
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
す
る
と
、
荒
井
祥
太
さ
ん
（
女

方
）
と
鈴
木
育
未
さ
ん
（
玉
戸
）
が
、「
壁
に
ぶ
つ
か

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
友
人
や
家
族
、
先
生
や
社
会

に
助
け
ら
れ
道
が
開
け
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
責

任
あ
る
大
人
と
し
て
歩
ん
で
い
き
ま
す
」
と
、
二
十
歳
の

メ

セ

ジ
を
、
力
強
く
読
み
上
げ
ま
し
た
。

力
強
く
、
羽
ば
た
く
新
成
人



防
災
へ
の
誓
い
新
た
に

冬
空
へ
一
斉
放
水

防
災
へ
の
誓
い  

新
た
に

冬
空
へ
一
斉
放
水

平成 26 年

筑西市消防団出初式

【今月の論語】 子曰わく、「君子は矜にして争わず、群にして党せず。」

３

澤
美
恵
子
（
西
町
）
海
老
澤
さ
と
子
（
門
井
）

市
村
圭
子
（
宮
後
）
田

恵
子
（
門
井
）

　

筑
西
市
長
表
彰

✿
永
年
勤
続
団
員
（
10
年
勤
続
）
　

増
渕
政
伸
（
稲
野
辺
）
小
澤
明
人
（
五
所
宮
）

須
籐
啓
一
（
栗
島
）
鈴
木
秀
史
（
神
分
）
小

川
幸
三（
野
殿
）飯
村
彰（
野
殿
）横
田
実（
嘉

家
佐
和
）
堀
米
浩
樹
（
西
榎
生
）
大
山
保
幸

（
茂
田
）
飯
塚
一
行
（
梶
内
）
小
林
正
則
（
木

戸
）
中
島
建
二
（
海
老

島
）
猪
瀬
浩
允
（
中

上
野
）
廣
瀬
勝
之
（
鷺
島
）
飯
泉
光
春
（
猫

島
）
飯
泉
雅
幸
（
猫
島
）
鈴
木
公
司
（
宮
後
）

山
口
幸
雄
（
下
星
谷
）
下
条
啓
一
（
下
星
谷
）

古
谷
野
和
哉（
井
出
蛯
沢
）田

智
幸（
小
栗
）

國
松
優
宏
（
蓬
田
）
深
谷
健
一
（
蓬
田
）

　

消
防
長
表
彰

✿
優
良
分
団
　

第
33
分
団
　

第
34
分
団
　

女
性
分
団

　

消
防
団
長
表
彰

✿
優
良
団
員
　

池
田
昌
康
（
市
野
辺
）
髙
田

知
幸
（
東
町
）
鈴
木
正
美
（
み
ど
り
町
一
丁
目
）

鈴
木
修
平
（
西
町
）
山

学
（
岡
芹
）
山
川

良
一
（
市
野
辺
）
中
丸
孔
夫
（
高
島
）
渡
邉

哲
彰
（
蒔
田
）
鷺
谷
貴
弘
（
下
高
田
）
早
瀬

光
夫
（
樋
口
）
谷
部
芳
宏
（
折
本
）
渡
辺
達

裕
（
小
塙
）
鬼
沢
成
義
（
笹
塚
）
箱
守
将
樹

（
小
川
）
渡
辺
宏
文
（
布
川
）
直
井
政
勝
（
一

本
松
）
飯
村
彰
（
野
殿
）
齊
藤
俊
男
（
西
石

田
）
鶴
見
誠
（
榎
生
一
丁
目
）
長
須
茂
雄
（
徳

持
）
嶋
田
道
雄
（
茂
田
）
横
塚
貴
章
（
関
本
上
）

森
智
昭
（
板
橋
）
篠

友
紀
（
関
本
下
）
箱

守
智
史
（
関
舘
）
高
島
久
雄
（
藤
ケ
谷
）
小

島
正
樹
（
辻
）
小
林
正
則
（
木
戸
）
植
木
寿

一
（
海
老

島
）
大
林
栄
（
中
上
野
）
浅
石

一
美
（
築
地
）
中
澤
一
浩
（
古
内
）
鈴
木
一

司
（
村
田
）
古
橋
正
徳
（
宮
後
）
田
優
一
（
桑

山
）
戸
頃
洋
平
（
知
行
）
蓮
沼
雅
克
（
下
星
谷
）

武
内
学
（
柳
）
大
川
章
浩
（
門
井
）
稲
見
貴

行（
井
出
蛯
沢
）小
島
社（
小
栗
）深
谷
秀
一（
蓬

田
）
南
条
諭
（
小
栗
）
新
井
有
紀
子
（
樋
口
）

　

消
防
庁
長
官
表
彰

✿
永
年
勤
続
功
労
章
　

 

池
羽
節
夫
（
女
方
）
大
津
隆
一
（
旭
町
）

　

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

✿
功
績
章
　

枝
孝
弘
（
木
戸
）

✿
精
績
章
　

齋
藤
和
男
（
西
石
田
）

✿
勤
続
章
　

廣
瀬
誠
治
（
鷹
場
町
）
谷
口
裕

一
（
末
広
町
）
柴
山
英
明
（
岡
芹
）
石
井
千

博
（
泉
町
）
小
川
正
治
（
新
治
）
星
野
弘
（
田

町
）

　

茨
城
県
知
事
定
例
表
彰

✿
永
年
勤
続
功
労
章
（
30
年
以
上
）

渡
邉
隆
（
古
内
）
塚
田
栄
一
（
宮
後
）
初
澤

敏
雄
（
西
町
）
海
老
澤
文
則
（
門
井
）
関
勝

雄
（
市
野
辺
）
市
村
常
雄
（
宮
後
）
田

俊

通
（
門
井
）

✿
永
年
勤
続
功
労
章
（
20
年
以
上
）

中
島
武
次
（
樋
口
）
内
田
勝
之
（
落
合
）
宇

佐
美
洋
之
（
築
地
）
泉
靖
夫
（
金
井
町
）
山

学
（
岡
芹
）
早
瀬
守
（
樋
口
）
柴
清
一
（
海

老

島
）
古
橋
清
（
宮
後
）
稲
川
彰
（
門
井
）

小
林
和
成
（
小
栗
）
木
下
智
也
（
小
栗
）

　

自
治
体
消
防
制
度
65
周
年
記
念
特
別
表
彰

✿
優
秀
消
防
団
員　

野
澤
信
明
（
下
高
田
）
小
島
宣
夫
（
宮
後
）

　

茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

✿
優
良
分
団
　

第
33
分
団
　

第
34
分
団

✿
永
年
勤
続
功
労
章
　

渡
邉
隆
（
古
内
）
塚

田
栄
一
（
宮
後
）
初
澤
敏
雄
（
西
町
）
海
老

澤
文
則
（
門
井
）
関
勝
雄
（
市
野
辺
）
市
村

常
雄
（
宮
後
）
田

俊
通
（
門
井
）

✿
功
労
章
　

髙
橋
克
洋
（
川
澄
）
下
条
祐
治

（
下
星
谷
）
新
井
勝
美
（
井
出
蛯
沢
）
國
府
田

克
幸
（
大
関
）
片
平
忠
志
（
赤
浜
）
田

智

幸
（
小
栗
）
髙
松
利
雄
（
稲
荷
町
）
内
田
勝

之
（
落
合
）
飯
泉
宏
章
（
小
林
）
森
田
克
哉
（
蓬

田
）
齋
藤
晋
志
（
上
平
塚
）
柴
志
郎
（
西
榎

生
）
石
井
千
博
（
泉
町
）
廣
瀬
裕
身
（
田
中
町
）

蓮
沼
雅
克
（
下
星
谷
）
泉
靖
夫
（
金
井
町
）

✿
永
年
勤
続
消
防
職
団
員
妻
女
表
彰

渡
邉
真
佐
代
（
古
内
）
塚
田
香
（
宮
後
）
初

　１月12日、新春恒例の筑西市消防団出初式を開催し、消防団員約７００人
が、行進などを通じて士気や防災意識の高揚を図り、住民の生命と財産を守る
決意を新たに団結を誓いました。
　式典は市役所駐車場で実施し、野澤信明団長が訓示した後、永年勤続の団員
等が表彰を受けました。
　放水試験では、中舘の勤行緑地に44台の消防車が勢揃いし、冬の青空に向
けて一斉に放水すると、詰めかけた観客から歓声があがっていました。
　表彰されたみなさんを紹介します。（敬称略）



４

筑
西
市
公
共
施
設
現
状
調
査
報
告
書
（
公
共
施
設
白
書
）
を
公
開
し
ま
す

筑
西
市
公
共
施
設
現
状
調
査
報
告
書
（
公
共
施
設
白
書
）
を
公
開
し
ま
す

　

市
の
公
共
施
設
（
ハ
コ
も
の
）
は
、
合
併
後
、
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
、
類
似
の
サ

ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
が
複
数
存
在
し
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

公
共
施
設
現
状
調
査
報
告
書
（
公
共
施
設
白
書
）
に
よ
り
、
今
ま
で
詳
細
が
公
開
さ
れ
る
機
会
の
少
な
か

た
公
共
施
設
の
コ
ス
ト
に

関
す
る
情
報
等
を
積
極
的
に
公
開
し
ま
す
。

老
朽
化
は
待

て
く
れ
な
い
！

　

市
が
保
有
す
る
「
ハ
コ
も
の
」
は
、
築
後

30
年
か
ら
40
年
経
過
し
た
施
設
が
過
半
数
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
24
年
４
月
時
点
）

◆ 

半
数
以
上
の
「
ハ
コ
も
の
」
が
老
朽
化

公共施設の経過年数公共施設の経過年数

耐震補強済
８％

築後 30年未満
　　39％

築後 30年以上
　　53％

◆ 

１
年
当
た
り
20
・
４
億
円
の
経
費

　

す
べ
て
の
「
ハ
コ
も
の
」
を
維
持
し

よ
う
と
す
る
と
、
今
後
40
年
間
で
は
、

８
１
５
・
５
億
円
程
度
、
１
年
当
た
り
平
均

20
・
４
億
円
の
経
費
が
必
要
と
試
算
さ
れ
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
下
段
グ
ラ
フ
参
照
）

◆試算では、公共投資額が現在の1.8倍必要となります。財政状況が厳しい中、
　このままでは、今後40年間維持できる公共施設は６割程度となります。
◆未来の子どもたち、40年後の後世に、大きな負担を強いないためにも、今
　から、「ハコもの」のあり方を考えていくことが必要です。

公共施設更新費用の推計公共施設更新費用の推計

　※試算条件
　・基本条件から大規模改修時期を築後 30 年から 40 年に、建替え時期を築後 60 年から
　　70 年に変更する。
　・小中学校の耐震化・改築は全て完了したものと仮定する。
　・協和支所、協和総合センター、協和公民館、下館給食センター、川島出張所は、建
　　替えに伴い推定から除外。本庁舎、スピカ庁舎、武道館も推定から除外する。
　・木造の公営住宅は、築後 30 年以上が多く、試算推計が鉄筋コンクリート造であるこ
　　とから、推定から除外する。

注）築後 30 年未満の施設は、
耐震補強の必要はありません



５

～ちっくんの筑西市未来のハコものがたり～～ちっくんの筑西市未来のハコものがたり～

①
②③

④⑤

⑥

⑦

マンガで見る

職業体験で市役所を訪れた
２人の高校生。
「ちっくん」の不思議な力で
20年後の筑西市を見ること
　　　　　になる。
　　　　　明るい未来を想像
　　　　　していた２人は意
　　　　　外な施設の現状を
　　　　　目にすることに…

未来は僕らが変えられる！

白書の詳細は、市ホームページ（http://www.city.chikusei.lg.jp/news.php?code=1879）、図書館、行政改革
推進課で閲覧できます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ：行政改革推進課　内線３１８


